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＜要   約＞ 
 特別養護老人ホームに自分の身内を預ける際，家族は少なからずためらいを感じる。こう
した家族が抱える苦悩や葛藤等とその緩和については十分議論されてきたとは言えない
1）
。
さらに，どのような場面でどのような苦悩や葛藤を抱いているか，さらにどのような機会が
あれば苦悩や葛藤が緩和されると推察できるのかというまとまった研究はみられない。 
 本研究では，入居者家族が抱く苦悩や葛藤などの感情を「迷い」として捉え，迷いの姿を
特定化するとともに，その緩和に向けた入居者家族への支援方法の提示を試みた。 
 入居者家族へのインタビュー調査から明かになったのは，施設入居に伴う家族の感情の変
化と解消・緩和のきっかけとなる行動である。入居者家族は，身内を施設に預けることに
伴って次のような迷いを抱えることがわかった。①預けることへの後ろめたさや罪悪感，②
面会に行くことの躊躇，③入居者（身内）への関わり方の不安，④入居者（身内）の変化に
対する悲しさと戸惑いを感じていた。 
 本研究の迷いの緩和においては，感情の変化のみならず，入居者への接し方や面会の仕方
にわずかながら変化が認められた。以上のことからも，入居者家族が抱く迷いの緩和には下
記の項目が有効に作用すると推察できた。①家族が入居者（身内）の身体的・精神的状態の
好転（体重増加・表情変化等）を確認すること，②家族が入居者（身内）の肯定的な言葉を
聴いて，施設生活への適応を確認すること，③家族が入居者（身内）への関わり方を確認す
ること（食べ物の差し入れ，音楽をかけること等），④職員の挨拶（家族の来訪を受け入れ
ていると感じること），⑤援助者からの入居者（身内）の状態の定期的な報告と介護状況の
確認をすること。 
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はじめに 
 自分の身内を施設に預けることは介護者にとっ
て自身の疲労感や介護状況から解放されることを
意味する一方，入居者家族は，身内を施設に預け
たことに対し，苦悩や葛藤や罪悪感を抱くことが
ある2）。これまでの報告においても，入居できた
こと自体に満足しながら3)，入居者家族が「悲し
み」「不安」「良心の呵責」の感情を抱いているこ
とが指摘されている。Abrahamsson は，入居者家
族が「悲しみ」「不安」「良心の呵責」の感情を抱
いている状態をSOSシンドローム（SOS症候群）
として捉え，家族の感情を表した4)。 
 こうした高齢者施設の入居者家族を援助対象と
した研究では，家族の罪悪感，羞恥心，挫折感な
ど，精神的健康を害している人が存在することが
示され，家族に対する支援の必要性が指摘されて
いる5)。 
 杉澤らの報告でも，入居老人をかかえることに
対して，罪悪感，羞恥心，挫折感など，なんらか
の精神的な負担を感じているという家族は全体の
約４割であると指摘されている6)。深掘の報告で
は，施設高齢者の家族介護者に精神的健康を害し
ている人が存在することが示され，支援の必要性
が述べられている7)。 
 しかし，要介護老人が施設に入居した後，家族
が抱える苦悩や葛藤等の問題については十分議論
されてきたとは言えない8)。さらに，どのような
場面でどのような苦悩や葛藤を抱いているか，さ
らにどのような機会があれば苦悩や葛藤が緩和さ
れると推察できるのかというまとまった研究はみ
られない。 
 本研究では，入居者家族が抱く苦悩や葛藤など
の感情を「迷い」として捉え，迷いの姿を特定化
するとともに，その緩和に向けた入居者家族への
支援方法の提示を試みた。 
 
１．研究の目的 
 これまでの研究から，入居者家族は，自分の身
内を施設に預けたことによって苦悩や葛藤等を抱
え，その感情を表現する機会が少なく，あったと
しても不十分であるということが指摘されてい
る9)。さらに，面会などを通してそれらの感情が
全て解消されるわけではなく，継続される場合が
あること10)。苦悩や葛藤等の感情が継続される背
景には，その感情自体を家族が表出し捉える機会
が乏しいこと，それらの感情を緩和する取り組み
が意識的に行われていないことが伺える。そこで
本研究では，身内を施設に預けたことに伴って家
族はどのような迷いを抱えるかを明らかにし，迷
いを分析可能なものとし，迷いの緩和に結びつく
支援方法の提示をめざしている。 
 
（１）迷いの定義 
 研究を進めるにあたり，入居者家族が抱く「迷
い」を下記のように定義する。 
 入居者家族の迷いとは，「身内の施設入居後，
入居者家族が，入居者・援助者・他の入居者・他
の親族との関わりのなかで感じる感情で，規範意
識・役割意識・情緒的な感情によって派生するも
の」。具体的には，家族自身が考える規範意識に
よって，身内を施設に預けたことへの葛藤・後ろ
めたさ・罪悪感・自責の念等を感じ，援助者に対
する意思表出を抑制することがある（規範意識）。
さらに，自らの役割に確信が持てなかったり，入
居者への適切な関わり方が判らなかったり，援助
者への遠慮，他の入居者への遠慮などから面会に
行くことを躊躇することがある（役割意識）。そ
して，面会に行ったとしても，入居者（身内）の
身体的・精神的変化に対する悲しさと戸惑いを覚
えながら自問自答している状態を含むもの（情緒
的感情）として捉える。 
 ここでは，「迷い」というタームを使うことに
よって，家族が抱える葛藤，不安，悩み，自責の
念，罪悪感等の複雑な感情を，入居者（身内）や
援助者との一連の相互行為の中で包括的に捉え，
支援に結び付けることができると考える。本研究
では，入居者家族が抱く「迷い」を，彼らの「規
範意識」や「役割」や「情緒的な感情」との関係
で説明することとする。役割は施設ケアの関係性
のなかで成立する概念である。そのため，家族が
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抱く役割意識と援助者が期待する役割期待とは区
別して論じる必要がある。ここでの迷いは，入居
者や援助者との相互関係のなかで派生する感情や
それに伴う行動に限定する。つまり，制度改正，
家族の収入，施設と離れた所に暮らしていること，
利便性等に関わるような直接的な関わりの周辺的
事象は検討しない。その点で，援助者が把握し介
入が可能な迷いの姿に焦点を当てて論じる。さら
に，身内を施設に預けたことに対する葛藤・後ろ
めたさ・罪悪感・自責の念等を感じ，現状に確信
を持てないでいる家族を「迷いを抱える家族」と
して論じていく。 
 入居者家族については「親族のなかで，同居・
別居に関係なく，面会等を通じて入居者との関わ
りを持っている者」と捉え，入居者と定期的に関
わりを持っている家族に注目する。調査において
は，身元引受人に対して入居者にもっとも関わっ
ている方に回答することを依頼した。 
 
 
２．研究の対象と方法 
 本研究では，家族を「価値観を共有し，互いに
支援し，励まし合い，ときには厳しい現実を共有
し，決断する集団」として捉える。特養入居者の
家族状況をみてみると，配偶者と子どもがいる者
は14.5％，配偶者のみは1.5％，子どものみは
64.0％，四等親以内の親族（配偶者，子どもな
し）の者が17.0％，上記に該当する人は誰もいな
い者は3.0％であった11)。つまり，施設入居者に
とって何らかの親族が存在し，その親族との関わ
りを通じて施設ケアが成り立っている。 
 本研究では，入居者に関わりを持つ家族に焦点
をあて，その家族が担う役割と迷いについて検討
する。本文中の表記としては，入居者家族を「入
居者家族」または「家族」として表記し，その家
族と関わりのある入居者を「入居者（身内）」「身
内」と表記する。 
 本研究で対象にしている特別養護老人ホームは，
「指定介護老人福祉施設の人員，設備及び運営に
関する基準」（平成11年厚生省令39号）によると，
介護保険法上の指定介護老人福祉施設として，明
るく家庭的な雰囲気を有し，地域や家庭との結び
つきを重視するといった運営面での方向性も規定
されている（第 1 条第 3 項）。 
 厳密には介護保険法上で規定される「指定介護
老人福祉施設」の呼称を用いることが適切である
が，厚生労働省から提示される各種文章も含め，
一般的に特別養護老人ホームの呼称を引き続き用
いていることから，本研究においても「特別養護
老人ホーム」の呼称を用いることにする。 
 本研究で捉える迷いのタイプは下記のとおりで
ある。 
 ①規範意識からくる迷い（入居者家族が自らの
行動を抑制する迷い） 
 ②役割意識からくる迷い（入居者や援助者等と
の関わりにおける役割に関する迷い） 
 ③情緒的感情からくる迷い（入居者や援助者等
との関わりのなかで生じるさまざまな感情
に起因する迷い） 
 
（１）研究の対象 
 1 ）調査対象者： 
 G 県内の特別養護老人ホームで家族会を持ち，
これまで当方の家族調査，職員調査を実施した施
設（ 6 カ所）に対してグループインタビューを実
施した。施設の家族会に参加し，月 1 回以上入居
者と関わっている家族を紹介してもらい， 6 施設
38名の協力を得た。井上の調査では，ひと月の来
所回数は平均3.30回であったが12)，一般的な別居
家族が両親と交流する頻度13)をみると，「年に数
回程度」36.3％，「月に 1 ，2 回程度」28.0％が多
かった。本研究では，迷いながら入居者をささえ
る家族を把握するため，平均的な来所回数よりも
幅を広げ，月に 1 回以上入居者（身内）と関わっ
ている家族までを調査対象とした。 
 
（２）研究の方法 
 Ｇ県内の特別養護老人ホーム６施設：38名の入
居者家族に対するグループインタビュー調査 
（「プレ調査2006. 10. 1」，「本調査2007. 2. 20～3. 
15」，「追加調査：2007. 9. 15～16」，フォローアッ
プ：「2009. 9. 20～10. 4」） 
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 1 ）家族へのインタビュー方法としては，グルー
プインタビュー法を用いた。 
 本研究では，入居者家族に対するグループイン
タビュー法を採用した。グループインタビューは，
他の参加者の思いを聞くことによってさらに新た
な考え方や視点を引き出すことが可能な方法であ
り，本研究の目的である迷いの把握やその共有と
緩和の実践としても有効な方法と考えて選択した。
時期をおいて，さらに追加調査を実施した。 
 グループインタビューにおいては，家族会に関
わるメンバーに協力してもらい，調査テーマに
そって司会者（調査者）より提示された質問に対
して 1 時間から 2 時間で意見を述べ合い，意見交
換してもらう。今回は，その様子を記録し，文書
資料化した。 
 
 2 ）質問内容： 
 ①入居者（身内）への関わりの実際（面会の際
に行っていること） 
 ②入居者（身内）との関わりに関する迷い（面
会の際に本当はやってみたいこと） 
 ③入居者（身内）のことで悩んだり，不安に
思ったりしていること。また，これまで経
験したこと（入居者（身内）を施設に預け
ることを決めた時から現在までの間に，ど
のような不安や葛藤，またはそれらを解消
する出来事があったか） 
 ④施設への要望 
 
 3 ）分析方法： 
  インタビュー終了後に逐語録を作成し，内容
の分析を通じて迷いを抱えながら入居者をささ
える家族の姿を明らかにしていった。更に，以
前まとめた逐語記録の再検討を行い迷いを緩和
する要素を抽出した。 
 
 4 ）倫理的配慮 
  本調査では，次の点を考慮して実施した。 
①インタビュー前に研究の趣旨，匿名であるこ
と，秘密保持等について説明し依頼した。②家
族が安心して話ができる場所（会議室等）でイ
ンタビューを行った。③家族の承諾を得て録音
した。④施設の担当者（生活相談員・施設長）
等にインタビュー結果を送付し，フォローアッ
プを依頼した。⑤研究結果のフィードバックを
家族・施設に伝えた。また，協力者に対し，調
査後に結果説明を行い，内容を確認した。 
 
 
３．結果 
 インタビュー調査から明かになったのは，施設
入居に伴う家族の感情の変化と解消・緩和のきっ
かけとなる行動である。入居者家族は，身内を施
設に預けることに伴って下記の迷いを抱えること
がわかった。 
 ①預けることへの後ろめたさや罪悪感， 
 ②面会に行くことの躊躇， 
 ③入居者（身内）への関わり方の不安， 
 ④入居者（身内）の変化に対する悲しさと戸惑
いを感じていた（表 1 ）。 
 
 
表１ 入居者家族の迷い（例示） 
預けることへの後ろめたさや
罪悪感 
面会に行くことの躊躇 入居者への関わり方の不安
入居者（身内）の変化に対す
る悲しさと戸惑い 
 「やっぱり入居させるちゅう
のは、ちょっと抵抗ありまし
たね。」（下線は筆者：以下
同 様 ） （ ケ ー ス Ｕ ： HF ② 16
ページ４行目から）。等 
 
 「あんまり面会に来ると、こ
ちらさんが何か疎ましく思わ
れるんじゃないかというよう
な懸念もあるんです」（ケー
ス C：HJ３ページ６行目か
ら）。 等     
 
 「利用者の体をすべて毎日
見てもらっとることやし、時た
ま家族が来ても、どういうふ
うにして利用者のためにい
いことかも分からんもんで
…」（ケース F：HJ22 ページ
５行目から）。等 
 「親がだんだん衰えていく
もんでね。そういう姿を見て
いると、つらいわね。こうやっ
て話ししても思い出したりし
て涙出ちゃうけど…。」（ケー
ス P：BT②9 ページ 13 行目
から）。等 
〔引用：井上修一（2008）「特別養護老人ホーム入居者家族が抱く迷いへの支援」『社会福祉士』（15）日本社会福祉士会，112〕 
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 家族にとっても徐々に変容していく身内とかか
わるなかで，平静を保つことは難しい。これらの
感情の解消は，入居者本人の言葉の確認，身体
的・精神的状態，介護状況の確認や援助者との関
わり（入居者（身内）の状態の報告と確認等）を
通じてなされていた。その一方で，入居者（身
表２ 調査協力者（入居者家族）の属性 
   性別 年齢 
入居者との
関係 
同居の 
有無 
介護経験
年数 
入所年数
来所回数
(月) 
入居者の認 
知症の症状 
の有無 
入居者の 
要介護度 
1 A 女 74 子 同居 4 3 3 － 2 
2 B 男 68 子 同居 5 7 4 有 5 
3 C 男 83 配偶者 同居 6 4 5 有 4 
4 D 女 62 子 別居 2 5 1 有 5 
5 E 男 64 甥 別居 0 4 2 無 2 
6 F 男 65 子 同居 0 11 12 無 － 
7 G 男 69 弟 別居 0 6 2 無 4 
8 H 男 54 子 同居 7 1 2 有 5 
9 I 女 59 子の配偶者 同居 4 4 4 有 5 
10 J 男 60 子 同居 2 25 2 無 5 
11 K 女 72 子 同居 16 7 5 無 5 
12 L 女 73 配偶者 同居 10 4 10 有 3 
13 M 男 88 配偶者 同居 0 2 4 有 3 
14 N 男 89 配偶者 同居 0 2 4 有 4 
15 O 男 71 甥 別居 0 3 4 有 3 
16 P 女 60 子 別居 0 6 5 有 5 
17 Q 女 86 姉 同居 3 5 30 無 5 
18 R 男 67 子 同居 0 2 2 有 3 
19 S 女 69 子 同居 0 3 9 無 5 
20 T 男 64 子 同居 0 1 8 有 3 
21 U 男 67 子 同居 3 1 4 無 3 
22 V 女 76 配偶者 別居 7 2 5 有 4 
23 W 男 68 配偶者 同居 0 6 7 有 5 
24 X 女 69 子 別居 8 4 30 有 5 
25 Y 男 43 子 同居 0 5 4 有 5 
26 Z 男 49 子 同居 4 1 2 有 3 
27 A' 女 57 子 別居 1 4 4 有 5 
28 B' 女 53 子 別居 5 3 4 有 5 
29 C' 男 59 子の配偶者 同居 4 1 4 無 1 
30 D' 男 90 配偶者 同居 5 12 1 － 5 
31 E' 男 90 配偶者 同居 5 3 8 無 3 
32 F' 女 66 子 別居 0 4 3 有 5 
33 G' 女 74 義妹 同居 0 5 2 無 4 
34 H' 女 69 配偶者 同居 16 1 4 無 3 
35 I' 女 80 配偶者 同居 10 2 4 無 5 
36 J' 女 53 子 同居 1 9 1 有 5 
37 K' 女 75 姉 同居 0 3 1 － － 
38 L' 男 79 配偶者 同居 3 5 1 有 5 
 注１：入居者の認知症の症状の有無、入居者の要介護度が「－」になっているものは、調査協力者（家族）が把握していな
いことを表す。 
 〔引用：井上修一（2008）「特別養護老人ホーム入居者家族が抱く迷いへの支援」『社会福祉士』（15）日本社会福祉士会，111〕 
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内）や援助者との関わりのなかで確認が行われな
ければ，これらの感情は継続することがわかった。 
(１）入居者家族が抱く迷いと行動 
 入居者家族のなかには，身内を施設に預けたこ
とに対して苦悩や葛藤を抱え，その感情を吐露し
たり，どのように整理したらいいかわからない者
がいる。 
 入居者家族のなかには，施設入居の申し込みを
しておきながら，順番がくると躊躇し，入居を
断ったり，延期したりする者がいた。そこでは，
自分がまだ身内のケアができるのではないかと
迷って入居を決めかねている状態が明らかになっ
た。さらには，入居を決めたものの，身内を施設
に残して帰ることの辛さを感じている家族がいた。
ここでは，入居者家族が抱く迷いの姿とともに，
迷いに伴って起こる家族の行動について述べる。 
 
１）預けたことへの後ろめたさや罪悪感 
 入居にあたって，家族は何度か決断を見送って
いる。しかし，周囲への迷惑や介護の限界を感じ，
決断する。その一方でまだ自分でみれたのではな
いかという思いもあり，身内に対して，申し訳な
さや罪悪感等の感情を抱くことがある。 
・入れるか入れんか，ちょっと待ちましょう，と
いうのが家族の気持ちだと思うんですよ。でき
るだけ，やっぱりうちにおらしたい。おると，
いろいろと変な状態も起きるし，人に迷惑を掛
けたら困るという，このぎりぎりまでおらした
ときの，入った時の別れ際は，非常に何とも言
えん状態です。（下線は筆者：以下同様）（ケー
スB：HJ16ページ 8 行目から）。 
・前も何度か「今，空きましたよ」という機会が
あったけど，「もう少しは我慢できるで」と
言って，やりよったのですが，ちょうどそのこ
ろに「今，空いたよ」と言われて，「またこれ
を放っておくと大分後になりますよ」というこ
とがあったもんで，そろそろ限界やなってこと
で，「よっしゃ，お願いするか」と，ちょうど
タイミングがよかったもんですから，そういう
ことで入らせてもらいました。そういうことで
本当にありがたかったなと。（ケースH：HJ 9 
ページ12行目から）。 
・ここへ来たらどうだということで当初，皆さん
勧めてくれてたんで，行くようになったとたん
に，明日入るという今日になって，そうすると，
「Y のところへ行くから，もう行かん」と言っ
て，そうすると取り消ししなきゃいかんし，い
ろいろ手配をしなきゃいかんと。そういうこと
で 2 回ばっかりキャンセルということをしたん
ですけれども。 
（ケースE：HJ 5 ページ36行から）。 
 
２）面会に行くことの躊躇 
 入居者に面会に行くことが，援助者や他の入居
者に疎ましく思われているのではないか，監視さ
れていると思われるのではないかと考え，面会に
訪れることに迷いを感じていることがわかった。
さらに，「昨日行ったばかり」だからと頻繁にい
くことを控えていることもわかった。 
 面会することで職員がもてなしてくれること，
入居者のおやつの時間にかからないようにと配慮
していることがわかった。 
・できるだけはここへ出て来て，顔を見て帰りた
いと思うとるんですけど。あんまり面会に来る
と，こちらさんが何か疎ましく思われるんじゃ
ないかというような懸念もあるんです（ケース
C：HJ 3 ページ 6 行目から）。 
・私は会いに来るのがだいたい週に 1 回以上来て
います。それで，来ればだいたい 1 時間半から  
 2 時間ぐらいいるんですけれども，それが看護
師さんたちに迷惑になるんじゃないかなという
ことが気になるんです。それと，ほかの患者さ
んにもね。「あの人ばっかり来て」と。まあ元
気な人もおるんでね，「おじいちゃん，またみ
えたの」と声を掛けてくださる患者さんもいま
す。だからして，これだけ来ても，患者さんな
り看護師さんに迷惑掛けるんじゃないかなとい
うのが一つのあれなんです（ケースC：HJ17
ページ35行目から）。 
・食べ物はね，ちょっとうちにあったり，もらっ
たりすると，「食べさせたいなぁと。いや，き
のう行ったばっかりだから」なんて思って，そ
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ういうことでやめているんだけども。 
そして，行くとね，お茶を出してもらったり，
コーヒーを出してもらったり，で，おやつの時
間に引っ掛かると･･･。だいたい１時ごろに来
て，そのおやつの時間ちょっと前に帰るってい
う…（ケースC：HJ18ページ35行目から）。 
・あんまり行くと職員が嫌うで，職員の方が家族
に監視されとるような感じになると悪いんで，
あんまり行かんほうがいいよと（ケースN：HJ
④12ページ33行から）。 
・みんなに悪いと思ってあまり食事の時間に行か
んようにしてるけどね（ケースX：HV 4 ページ
14行目から）。 
 
３）入居者（身内）への関わり方の不安 
 入居者の身体的・精神的衰えのため，自分で何
をしたらよいかわからず迷っている状態にある。
面会にいっても入居者とどのように関わったらよ
いか分からない状態が読み取れる。関わり方がわ
からないでいる場合，職員のアドバイスを求めて
いる家族がいることがわかった。 
・前はCDをかけたりして，もう少しは分かってい
たんですけど，今はあまり分からなくなってき
て。童謡を。やはり痴呆が進んでいるので，も
うどうしようもない，会話ができないので，ど
うしたらいいかちょっと分からないですね
（ケースZ：HF② 5 ページ 9 行目から）。 
・利用者の体をすべて毎日見てもらっとることや
し，時たま家族が来ても，どういうふうにして
利用者のためにいいことかも分からんもんで，
（･･･中略･･･），たまに来ても，へたに体をか
まって，よう悪うなったりしても嫌やし，テレ
ビを見て，まあテレビが一応友達みたいな時間
も多少あるのかもしれませんけど，そんな場合，
足をちょっと 2 ～ 3 回，トントンとすればする
くらいのことで，あとのことは，こちらに任せ
ておりますので，へたなことはできんし（ケー
スF：HJ22ページ 5 行目から）。 
・来てもね，結構10分，20分が長いわ。一方通行
やでね。こちらがパーッとしゃべるだけでね，
さすって，食べさせて，そのくらいのことやね。
ほんでね，前は 1 週間に 2 回か 3 回ぐらい来て
たわ。だけど，あんまり反応がないもんで，な
んか自分もね，ぼーっとしとっても時間がもっ
たいないような気がしてね。本当は親に会わな
いかんのやけどね（ケースP：BT 3 ページ25行
目から）。 
・家族としてね，例えば「こういうふうにしてあ
げていただいたらどうでしょうか」というのが，
もしあるんだったら，むしろ教えていただきた
いなと。施設に預けっぱなしというのもあるの
で，みえたら，こういうことをされたらどうで
すかというようなことをやってもらうとありが
たいとか（ケースY：HF② 3 ページ16行目か
ら）。 
・食事介助しているときに，すっと言うと，「そ
うですか。こういう方法もありますよ」と言わ
れたことがあるんです。やせてくると入れ歯が
合わなくなってくるんです。新しく作っても，
どっちかというと口の中で遊ぶというんですか。
「ある方は固定剤を使ってみえますよ」と言わ
れて，「あっそうですか。だったら，うちも固
定剤を」って言ったら，すぐに手配してくだ
さったんです。（･･･中略･･･）「こういう方もい
らっしゃいますよ」と言ってくださったから，
ありがたかったなと思ったこともありましたね。
こういう例もありますと，自分にも使えること
を言ってくださったのもよかったです（ケース
B’：HF23ページ 5 行目から）。 
 
４）入居者（身内）の変化に対する悲しさと戸惑い 
 入居者の身内の身体的・精神的変化（衰え）を
受け止めきれない状態・戸惑いを感じている。そ
のことが，入居者を施設に残して自宅に帰る際の
心残りになっているケースがあった。 
・飲み込む力もあんまりね，以前と思うとだいぶ
衰えて，この先どのくらい生きてくれるかなあ
と思うのがね，なんか心配で。でも，そういう
ね，親がだんだんとそういうふうに衰えていく
姿を見てると，つらいね（ケースP：BT 1 ペー
ジ34行目から）。 
・まあ，親がだんだん衰えていくもんでね。そう
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いう姿を見ていると，つらいわね。こうやって
話ししても思い出したりして涙出ちゃうけど
（ケースP：BT 9 ページ13行目から）。 
・誕生会を自宅でやるという計画で，うちへ連れ
て行ったんですよ。ほして，食べたものなり，
これ全部ごちそうしてやったんですけど，どう
もうちへ帰っても，自分のうちへ帰ってきたと
いう認識がないんですよ。で，しばらくご飯を
食べたりなんかして，やって，「おら，もう早
う帰らなん」と言うんですよ。帰らなんちゅう
のは，ここ（施設）が家（うち）だと。・・（中
略）・・ここに居てもらっても，私も困るし，
帰らんと言っても困るし，来てもらいたいとい
うことで来てもらったんですけど，結果的には，
こちらが家やって。待っとるって言って。そう
いう点で，やれやれと思ったんですけど，悲し
いなと。・・（中略）・・長いことおったもんで
すから，「帰るぞ」と。なんか寂しいような，
ああ，こういうふうになっちまうんかなと……
（ケースB：HJ16ページ32行目から）。 
・完全にまだ認知症でない，こちらでは，とにか
くあっちこっち，先ほどお話ししたように夜中
に出て歩いたりして，われわれから見るとおか
しい。本人から見ると，まだ半分か…どうで
しょうかな，前後しとる状態。そういうことで，
それから別れて帰る時なんて，本当，悲しさと，
本人の気の毒さというかを感じたんですね
（ケースB：HJ16ページ 4 行目以降）。 
・一昨日もちょっと，姪のお葬式に行って来たん
ですけど，「あの人，死んだよ」と言っても，
「うん，うん」と，そんだけなの。だから，か
なり一緒に暮らしてたんだから，反応があるか
なと思うけど，全然反応がないんですね。
（・・中略・・）「何々のおばちゃん，死んだ
よ」と言っても，「うん，そうか」と，そんな
もん。全然悲しいとか，寂しいとかってことが
ないんですね。感情がないという（ケースK：
HJ 1 ページ32行目から）。 
・いろいろやるにはやってみるんやけど，通じん
のやもんね。聞こうとせんし。聞こうとせんし
ね，自分だけで何か分からんことを言っとるけ
どね，理解できんです。そやもんでね，ごく最
近ですけど，前にもおかしいにはおかしかった
けど，最近特に話ができんようになってまって
（ケースM：HJ 3 ページ34行目から）。 
・何言っても最近は通じんもんで，困っとる
（ケースM：HJ④ 3 ページ23行目から）。 
 グループインタビューから得られた迷いの姿を
まとめると，下記の 3 タイプに分けられることが
わかった。 
 ①規範意識からくる迷い（入居者家族が自らの
行動を抑制する迷い） 
「預けたことへの後ろめたさや罪悪感」では入
居の判断を巡って家族が迷いを抱いていること
が伺えた。入居後も規範的な家族モデルを形成
し，ほぼ毎日面会に来ることによって家族とし
てのあり方を他の親族や近隣に示している姿が
伺えた。 
 ②役割意識からくる迷い（入居者や援助者等と
の関わりにおける役割に関する迷い） 
「面会に行くことの躊躇」では，入居者や援助
者との関わりにおいて確信が持てないでいる様
子が伺えた。「入居者（身内）への関わり方の
不安」と同様，入居者との適切な関わり方の確
認や援助者とのコミュニケーションによって迷
いが緩和されるのではないかと推察できた。 
 ③情緒的感情からくる迷い（入居者や援助者等
との関わりのなかで生じるさまざまな感情に起
因する迷い） 
「入居者（身内）の変化に対する悲しさと戸惑
い」で施設に身内を残して帰ることが心残りに
なっているケースがあった。入居者との関わり
から派生する感情がその後の行為（何かできる
のではないか，今後どうすべきか等）に影響を
与えている点で，迷いにつながると推察された。 
 これらの迷いについて言えることは，入居者
家族は迷いながらも，入居者（身内）や援助者
なんらかの関わりをもとうとしているというこ
とである。つまり，積極的に関わろうという姿
勢があるからこそ「迷い」の形成につながると
言える。 
 これまでみてきたように，家族は様々な迷いを
井上修一：特別養護老人ホーム入居者家族が抱く迷いと緩和に関する研究 19 
抱きながら入居者に関わっていた。また，入居者
（身内）の帰宅願望に対してうまく対処できないた
め，面会をためらう家族がいることがわかった。
その一方で，面会を重ねる家族においても，身内
を施設に預けたことに対する負い目を償う思いも
背景にあることがわかった。さらに，「面会に来
ない家族」の背景をみても，職員に気兼ねして面
会を控える家族がいることが明らかになった。 
 これらのことからも，面会の多寡や施設への関
与によって家族関係や家族状態を判断することは
必ずしも適切ではなく，家族が抱く「迷い」の把
握が重要であることが指摘できる。 
 入居者家族の支援においては，「当事者を支え
る家族」という視点だけでなく，家族自身が抱え
る「罪悪感」，「後ろめたさ」，「引け目」，「関わり
への不安」，「身内の変化を受け止めることの難し
さ」など，入居者家族が抱く迷いの感情を吐露す
る機会を意識的に提供することの必要性が示唆さ
れた。今後，入居者と家族がよりよく向き合い，
適切な関係を継続するためには，入居者家族自身
が抱く感情の吐露，入居者への思いの傾聴と受容，
入居者の介護職員や施設スタッフへの感情の吐露
を意図的，計画的に行うことが極めて効果的に働
くということが示唆された。さらには，家族会の
活動内容を家族同士のサポート活動として展開し
ていくことが有効と考えられた。 
 
４．考察：入居者家族が抱く迷いと緩和 
 在宅ケアから施設ケアに移行することが，家族
の迷いを解消する直接的方法にはならない。家族
は入居者や援助者との相互作用によって迷いを抱
える。ここでは，迷いの緩和に有効を思われる要
素を家族の言葉から確認する。 
 
 入居者家族が抱く迷いの緩和には下記の項目が
有効に作用すると推察された（図 1 ）（資料 1 ）。 
・入居者の身体的・精神的状態の好転（体重増
加・表情変化等）の確認 
 「こんな食事介助の上手な所は初めて。お世辞に
なるからここではあんまり言ってないけれど，で
も，いい証拠に10㎏を太った。で，風邪もひきま
せんし。」（ケースX：HV5ページ14行目から） 
 Xさんは，母親を施設に入れたことに対して，
母親への申し訳なさと世間への負い目を感じなが
ら面会を続けている。毎日面会に来ることで親へ
の償いをしている意識がある。その点で身内を施
設に預けることへの後ろめたさ・罪悪感の一端は
伺えるが，その一方で，施設ケアによる母親の体
重の増加にホッとしている様子が垣間見えた（表  
 3 ）。 
 
・入居者の言葉の確認と安心 
 「これだけ生かしてもらえば満足やばい」という，
そういう言葉を聞いただけで，こっちも満足感が
あるんです。」（ケースB：HJ14行目から） 
 Bさんは，お父さんを施設に預けている。面会
を終えて帰るときの分かれ際は何とも言えない寂
しさを感じる。できるだけ自宅で面倒をみたいと
思いながら，迷惑が掛かるため入居を決意した。
そうした思いを和らげる言葉として，本人の言葉
がある（表 3 ）。本人の言葉を確認することが家
族にとっても安心できるきっかけになる。 
 
・援助者への確認（入居者への関わりについて） 
 「毎日来てますもんで，こちらさん，HFさん
（特別養護老人ホーム）にご迷惑じゃないかと
思って，それを一番いま気にしてるんです。（…
中略…）私は結局，『いいですか？ ご迷惑じゃ
ないですか？』って言葉を掛けてますけどね。」
（ケースQ：HF17ページ 1 行目から）  
 Qさんは，妹さんを施設に預けている。面会は
毎日来ている。そうすることで後悔しないように
という思いがある。その一方で，施設に対して迷
惑が掛かるのではないかと気にしている。結局，
職員に「ご迷惑じゃないですか」と確認すること
で，面会を続けることができている。面会に行く
ことの躊躇が職員への確認によって緩和されてい
ると推察できる。 
 
・職員の挨拶 
 「ここはね，もう入ったとたん，『ご苦労さまで
        
  人間関係学研究   12   2010 
 
20 
大 妻 女 子 大 学
人間関係学部紀要
す』と言って，こちらの職員さんも，まず事務所
の人は，仕事をしていてもサッと立って，『ご苦
労さまです』と言って，毎日私お邪魔してるんや
けど，本当に笑顔が絶えずにね。あれが本当に私
たち家族の者が一番うれしいというのか，来やす
いもんで，足が止まらないの。『今日も行こう』
というふうになるというんかね。それで，こうい
う言葉も必ずきちんと掛けてくださいますし，ど
なたもすごくよくしてくださるので，ありがたい
と思いますよ。」（ケースX：HV 3 ページ10行目か
ら） 
 Xさんは，ほぼ毎日面会に来ている。面会来る
ことが自分にとって世間体を保つことであり，母
親への償いの意味合いもある。しかし，毎日面会
に来ることが援助者にプレッシャーではないかと
言う気持ちもある。他の施設と比べて職員の笑顔
が絶えずに「ご苦労様です」という言葉をかけら
れることが嬉しいし，来やすくなる。この思いは，
家族が援助者に対して「誰の家族かわかっていな
い」「こちから挨拶しなければ挨拶が返ってこな
い」という苦情を述べることの裏返しであること
がわかる（神奈川県社会福祉協議会2006：5 ）。 
  
・援助者からの入居者（身内）の状態の報告と介
護状況の確認 
 「先週も来たときに，『食事の食べる量がだいぶ
ん少なくなってきているから』って言われて，
『ああ，これは困ったな，いよいよかなぁ』と思
うて心配して来ましたけどね。ここのスタッフの
方にも頭が下がる思いで，毎日感謝していってる
んだけども，ここまでほどね，たぶん親が家にい
たら，自分自身がここほど見てあげあられないん
やないかなと思ってね。そう思って感謝してね，
いってるんだけど。（ケースP：BT② 2 ページ 4 行
目から） 
  Pさんは，母親を施設に預けている。飲み込む
力が大分衰えてきていることを感じ，この先どれ
だけ生きてくれるか心配している。そうした身内
の衰えに対する受けとめきれない感情を抱き，そ
の感情を言えずにいる。しかし，援助者の報告や
普段の介助を確認することで，母親の衰えに対す
る受けとめきれない感情が緩和されると推察でき
る。 
 本研究の迷いの緩和においては，感情の変化の
みならず，入居者への接し方や面会の仕方にわず
かながら変化が認められた。以上のことからも，
入居者家族が抱く迷いの緩和には下記の項目が有
効に作用すると推察できた（表 3 ）。 
 
①家族が入居者（身内）の身体的・精神的状態の
好転（体重増加・表情変化等）を確認すること， 
②家族が入居者（身内）の肯定的な言葉を聴いて，
施設生活への適応を確認すること， 
③家族が入居者（身内）への関わり方を確認する
こと（頻回な来訪，食べ物の差し入れ，音楽を
かけること等）， 
④職員の挨拶（家族の来訪を受け入れていると感
じること）， 
⑤援助者からの入居者（身内）の状態の定期的な
報告と介護状況の確認をすること 
 施設ケアにおける家族支援は，援助者からの支
援だけでなく，家族同士のささえあいの効果も視
野にいれる必要がある。家族会に参加していても
家族同士の情報交換，相互支援の場として家族会
の活動が十分に深まらない場合があるため，グ
ループインタビューを通じて迷いの共有や解消が
なされるのではないかと考えた。 
 その結果，面会に来ていることは分かっていて
も他の家族と「しゃべったことは  1 回もない」
（ケースX：HV35ページ12行目から）（ケースF’：
KA 1 ページ 7 行目から），今回のグループインタ
ビューは「いい機会」（ケースX：HV33ページ33
行目から）だったという発言があった。 
 他の家族に対しても「イベントごとに会って，
そんなもんやで。そんなもんやけど，ちょっと悲
しいなと思う」（ケースV：HV34ページ32行目か
ら）という発言があった。さらには，「（家族同士
のつながりが）あればいいですね。最高です
ね。」と，家族同士のつながりを求める発言も
あった（ケースC’：HD① 5 ページ 1 行目から）。 
 このように家族会があっても入居者家族同士が
顔を合わせて話をする機会は必ずしも多くないこ
井上修一：特別養護老人ホーム入居者家族が抱く迷いと緩和に関する研究 21 
とがわかった。  
 今回のグループインタビューによって家族同士
が話し合う機会を持ち，自分だけが悩んでいるの
ではなく，周囲にも同じ思いを持っている人がい
るという，関係の深まりを実感することができた。 
このことから，家族会が家族同士のサポート活動
としてさらに発展できると推察された。 
 
 
おわりに 
 本研究によって迷いを抱える家族の一端が明ら
かになり，介入の手がかりが見えてきた。今回の
調査ではグループインタビュー法を採用し，入居
者家族が抱く迷いと緩和の方法を明らかにした。
グループインタビューの利点として，参加者の発
言が他の参加者の発言を引き出したり，発言が共
有されることによって同一の感情や悩みの緩和に
結びつくことが伺えたが，他者の影響を受けると
いう点で，参加者の意見に左右されるという欠点
は否めない。その点がグループインタビュー法の
難点だと言える。今回の調査では，グループイン
タビューを通じて，比較的関わりの浅いメンバー
同士が感情の吐露し，互いに共有することを意図
したため，さらに段階的・継続的な調査を続ける
ことによって，より正確な意思を把握できるので
はないかと考える。グループ展開においては， 1 
回のセッションで意思表出抑制傾向の強いメン
バーの思いを全て把握することは困難である。今
後は，ある程度時間をかけながら調査者と家族と
が関係づくりをし，さらにメンバー同士の関係の
深さを把握したり，働きかけながら，さらに詳細
で段階的なグループ構成や展開方法を考えなけれ
ばならない。 
 意図的な感情表出の機会や家族会のセルフヘル
プグループ機能が迷いを緩和することに効果的だ
と予測できたとしても，入居者家族の迷いの緩和
を把握するにはさらに継続的な検討が必要である。
今後は，迷いを抱える家族への支援がどれだけ迷
いの緩和に結びついているか，協力施設や家族会
と連携し，新たなプログラム開発も視野に入れた
継続的な評価と取り組みが必要と考える。 
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入居者家族が抱く迷い 
 
(1) 預けたことへの後ろめたさ・罪悪感・負い目・抵抗感・自責の念、 
(2) 面会に行くことの躊躇・遠慮、 
(3) 入居者への関わり方の不安、 
(4) 入居者の変化に対する悲しさと戸惑い 
 
迷いの緩和の要因 
・本人の言葉の確認と安心 
・本人の身体的変化（体重増加・表情好転）の確認 
・職員への確認（入居者への関わりについて） 
・職員の挨拶 
・入居者（身内）の状態の報告と介護状況の確認 
 
迷いの緩和 
迷いの継続の要因 
・職員に言えていない 
・職員に確認できていない 
・他の親族からの指摘 
・規範意識の形成 
 
迷いの継続 
 
 
図１：入居者家族が抱く迷いの緩和と継続 
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迷
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迷
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か
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６
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困
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９
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葉
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４
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人
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）
・
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ち
で
も
、
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し
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し
た
。
優
し
い
人
や
っ
た
の
で
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も
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っ
て
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た
と
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、
ち
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と
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う
な
、
そ
ん
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気
は
し
ま
し
た
。
だ
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ど
、
う
ち
に
ま
だ
じ
い
ち
ゃ
ん
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お
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で
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ん
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よ
。
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3
の
。
そ
や
も
ん
で
、
２
人
や
で
、
や
っ
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し
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
預
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と
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ほ
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思
っ
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ん
は
元
気
で
い
る
も
ん
で
、
今
の
と
こ
ろ
は
い
い
ん
で
す
け
ど
、
い
つ
ど
う
な
る
や
ら
。
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。
だ
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い
ち
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が
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で
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よ
。
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や
も
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で
、
２
人
や
で
、
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し
ば
あ
ち
ゃ
ん
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き
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６
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や
る
と
、
ち
ょ
っ
と
キ
ス
し
た
り
し
て
や
る
と
喜
ん
で
お
っ
た
も
ん
で
、
そ
う
い
う
こ
と
を
心
掛
け
て
。
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。
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８
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れ
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見
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入
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。
（
ケ
ー
ス
X
：
H
V
８
ペ
ー
ジ
２
４
行
目
か
ら
）
。
・
世
間
体
を
考
え
過
ぎ
て
、
も
う
私
が
ス
ト
レ
ス
た
ま
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
よ
、
「
嫌
だ
な
あ
、
嫌
だ
な
あ
」
と
思
っ
て
ね
。
（
・
・
中
略
・
・
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。
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・
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２
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入
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て
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９
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。
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こ
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範
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な
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ぱ
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で
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。
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ぱ
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っ
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っ
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っ
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踏
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。
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く
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。
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②
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。
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。
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。
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。
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迷
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と
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の
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開
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出
て
来
て
、
顔
を
見
て
帰
り
た
い
と
思
う
と
る
ん
で
す
け
ど
。
あ
ん
ま
り
面
会
に
来
る
と
、
こ
ち
ら
さ
ん
が
何
か
疎
ま
し
く
思
わ
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
懸
念
も
あ
る
ん
で
す
（
ケ
ー
ス
C
：
H
J
３
ペ
ー
ジ
６
行
目
か
ら
）
。
・
６
年
間
の
苦
労
を
思
う
と
ね
、
自
分
が
、
こ
こ
へ
預
け
て
本
当
に
今
は
楽
し
て
い
る
…
…
と
い
う
言
葉
は
何
だ
け
ど
も
、
非
常
に
あ
り
が
た
い
と
思
う
と
る
ん
で
す
（
ケ
ー
ス
C
：
H
J
３
ペ
ー
ジ
１
行
目
か
ら
）
。
（
＝
職
員
へ
の
遠
慮
・
ひ
け
め
）
・
来
れ
ば
だ
い
た
い
１
時
間
半
か
ら
２
時
間
ぐ
ら
い
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
看
護
師
さ
ん
た
ち
に
迷
惑
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
こ
と
が
気
に
な
る
ん
で
す
。
そ
れ
と
、
ほ
か
の
患
者
さ
ん
に
も
ね
。
「
あ
の
人
ば
っ
か
り
来
て
」
と
。
ま
あ
元
気
な
人
も
お
る
ん
で
ね
、
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
ま
た
み
え
た
の
」
と
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
る
患
者
さ
ん
も
い
ま
す
。
だ
か
ら
し
て
、
こ
れ
だ
け
来
て
も
、
患
者
さ
ん
な
り
看
護
師
さ
ん
に
迷
惑
掛
け
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
の
が
一
つ
の
あ
れ
な
ん
で
す
。
（
ケ
ー
ス
C
：
H
J
１
７
ペ
ー
ジ
３
５
行
目
か
ら
）
（
＝
職
員
へ
の
遠
慮
・
他
の
利
用
者
へ
の
遠
慮
）
最
近
始
め
た
の
は
、
肩
を
も
ん
で
く
る
ん
で
す
。
と
い
う
の
は
、
若
い
時
は
肩
が
よ
う
凝
っ
た
ん
で
す
け
ど
も
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
に
な
っ
て
か
ら
は
痛
い
っ
て
こ
と
を
分
か
ら
ん
の
か
、
よ
う
表
現
せ
ん
の
か
、
全
然
な
か
っ
た
ん
で
す
が
。
で
、
こ
の
前
に
来
た
時
に
、
手
を
こ
う
…
肩
へ
や
っ
て
た
か
ら
、
こ
り
ゃ
肩
凝
っ
て
る
の
か
と
思
っ
て
、
こ
う
や
っ
た
ら
ね
、
何
か
こ
う
、
楽
そ
う
な
顔
を
し
た
か
ら
、
そ
れ
か
ら
ず
っ
と
や
っ
て
く
る
ん
だ
け
ど
。
そ
し
て
、
看
護
師
さ
ん
た
ち
が
「
優
し
い
だ
ん
な
さ
ん
で
す
」
な
ん
て
言
っ
て
く
だ
さ
る
ん
で
す
け
ど
も
、
私
は
「
う
ん
。
う
ち
の
は
若
い
時
は
肩
凝
り
症
だ
っ
た
か
ら
」
っ
て
言
う
ん
だ
け
ど
、
そ
の
中
に
は
、
「
や
っ
て
も
ら
え
れ
ば
な
あ
」
と
い
う
私
の
願
い
も
あ
る
ん
で
す
よ
。
看
護
婦
さ
ん
た
ち
が
や
っ
て
く
だ
さ
い
…
…
。
で
も
、
こ
れ
を
口
に
出
し
て
は
よ
う
言
わ
な
い
と
い
う
の
は
、
ほ
か
の
こ
と
に
い
ろ
い
ろ
世
話
掛
け
と
っ
て
、
肩
ま
で
も
ん
で
く
だ
さ
い
と
は
、
ち
ょ
っ
と
言
え
な
い
ん
で
す
け
ど
（
ケ
ー
ス
C
：
H
J
１
８
ペ
ー
ジ
１
３
行
目
か
ら
）
。
（
＝
言
え
て
い
な
い
）
・
あ
ん
ま
り
行
く
と
職
員
が
嫌
う
で
、
職
員
の
方
が
家
族
に
監
視
さ
れ
と
る
よ
う
な
感
じ
に
な
る
と
悪
い
ん
で
、
あ
ん
ま
り
行
か
ん
ほ
う
が
い
い
よ
と
（
ケ
ー
ス
N
：
H
J
④
１
２
ペ
ー
ジ
３
３
行
か
ら
）
。
・
職
員
の
方
が
家
族
に
監
視
さ
れ
と
る
よ
う
な
感
じ
に
な
る
と
悪
い
（
ケ
ー
ス
N
：
H
J
④
１
２
ペ
ー
ジ
３
３
行
か
ら
）
。
（
＝
職
員
へ
の
遠
慮
）
・
人
並
み
に
は
来
ん
と
、
と
思
っ
て
き
た
で
す
。
だ
け
ど
、
こ
こ
の
職
員
の
方
は
そ
う
い
う
こ
と
は
言
わ
れ
ん
も
ん
で
・
・
（
ケ
ー
ス
N
：
H
J
④
１
２
ペ
ー
ジ
２
８
行
か
ら
）
。
（
＝
言
え
て
い
な
い
・
職
員
に
確
認
で
き
て
い
な
い
）
・
嫁
も
悪
い
か
ら
行
く
な
と
い
う
（
ケ
ー
ス
N
：
H
J
④
１
２
ペ
ー
ジ
３
３
行
か
ら
）
（
＝
他
の
家
族
か
ら
の
指
摘
）
・
「
こ
ん
な
毎
日
来
て
、
な
ん
か
い
ろ
ん
な
介
護
を
見
て
帰
ら
れ
る
で
」
と
い
う
ふ
う
に
見
ら
れ
て
る
ん
や
な
い
か
な
っ
て
い
う
嫌
な
気
持
ち
が
あ
る
所
も
あ
っ
た
ん
だ
け
ど
・
・
（
ケ
ー
ス
X
：
H
V
３
ペ
ー
ジ
９
行
目
か
ら
）
。
・
み
ん
な
に
悪
い
と
思
っ
て
あ
ま
り
食
事
の
時
間
に
行
か
ん
よ
う
に
し
て
る
け
ど
ね
（
ケ
ー
ス
X
：
H
V
４
ペ
ー
ジ
１
４
行
目
か
ら
）
。
（
＝
時
間
帯
へ
の
配
慮
・
職
員
へ
の
遠
慮
）
・
こ
こ
は
職
員
の
方
が
笑
顔
と
い
う
の
か
、
本
当
に
い
つ
も
明
る
い
し
、
毎
日
私
は
お
邪
魔
し
て
る
け
ど
、
来
て
も
全
然
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
ら
な
い
の
ね
。
行
っ
て
も
気
を
遣
っ
て
い
か
ん
な
ら
ん
施
設
と
か
ね
ま
あ
幾
つ
も
回
っ
て
き
た
け
ど
、
こ
こ
は
ね
、
も
う
入
っ
た
と
た
ん
、
「
ご
苦
労
さ
ま
で
す
」
と
言
っ
て
、
こ
ち
ら
の
職
員
さ
ん
も
、
ま
ず
事
務
所
の
人
は
、
仕
事
を
し
て
い
て
も
サ
ッ
と
立
っ
て
、
「
ご
苦
労
さ
ま
で
す
」
と
言
っ
て
、
毎
日
私
お
邪
魔
し
て
る
ん
や
け
ど
、
本
当
に
笑
顔
が
絶
え
ず
に
ね
。
あ
れ
が
本
当
に
私
た
ち
家
族
の
者
が
一
番
う
れ
し
い
と
い
う
の
か
、
来
や
す
い
も
ん
で
、
足
が
止
ま
ら
な
い
の
。
「
今
日
も
行
こ
う
」
と
い
う
ふ
う
に
な
る
と
い
う
ん
か
ね
。
そ
れ
で
、
こ
う
い
う
言
葉
も
必
ず
き
ち
ん
と
掛
け
て
く
だ
さ
い
ま
す
し
、
ど
な
た
も
す
ご
く
よ
く
し
て
く
だ
さ
る
の
で
、
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
よ
。
（
ケ
ー
ス
X
：
H
V
３
ペ
ー
ジ
８
行
目
か
ら
）
（
＝
職
員
の
挨
拶
・
入
居
者
の
変
化
：
体
重
の
増
加
）
・
毎
日
来
て
ま
す
も
ん
で
、
こ
ち
ら
さ
ん
、
H
F
さ
ん
に
ご
迷
惑
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
、
そ
れ
を
一
番
い
ま
気
に
し
て
る
ん
で
す
（
ケ
ー
ス
Q
：
H
F
②
１
７
ペ
ー
ジ
１
行
目
か
ら
）
。
・
本
人
に
は
、
で
き
る
だ
け
後
で
後
悔
の
な
い
よ
う
に
私
も
し
て
や
り
た
い
し
。
で
、
毎
日
こ
こ
へ
来
る
と
、
こ
ち
ら
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
掛
け
て
…
…
と
、
常
に
そ
れ
は
あ
り
ま
す
。
ご
迷
惑
を
掛
け
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
し
て
ね
。
（
・
・
中
略
・
・
）
な
ん
か
申
し
訳
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
し
て
ね
（
ケ
ー
ス
Q
：
H
F
②
１
７
ペ
ー
ジ
６
行
目
か
ら
）
。
（
＝
職
員
へ
の
遠
慮
）
・
私
は
結
局
、
「
い
い
で
す
か
？
　
ご
迷
惑
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？
」
っ
て
言
葉
を
掛
け
て
ま
す
（
ケ
ー
ス
Q
：
H
F
②
１
８
ペ
ー
ジ
４
行
目
か
ら
）
。
（
＝
職
員
へ
の
確
認
）
面 会 に 行 く こ と の 躊 躇
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迷
い
の
姿
迷
い
の
背
景
迷
い
の
解
消
・
緩
和
の
き
っ
か
け
迷
い
の
継
続
・
利
用
者
の
体
を
す
べ
て
毎
日
見
て
も
ら
っ
と
る
こ
と
や
し
、
時
た
ま
家
族
が
来
て
も
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
し
て
利
用
者
の
た
め
に
い
い
こ
と
か
も
分
か
ら
ん
も
ん
で
・
・
・
。
（
ケ
ー
ス
F
：
H
J
２
２
ペ
ー
ジ
５
行
目
か
ら
）
・
た
ま
に
来
て
も
、
へ
た
に
体
を
か
ま
っ
て
、
よ
う
悪
う
な
っ
た
り
し
て
も
嫌
や
し
、
テ
レ
ビ
を
見
て
、
ま
あ
テ
レ
ビ
が
一
応
友
達
み
た
い
な
時
間
も
多
少
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
ど
、
そ
ん
な
場
合
、
足
を
ち
ょ
っ
と
２
～
３
回
、
ト
ン
ト
ン
と
す
れ
ば
す
る
く
ら
い
の
こ
と
で
、
あ
と
の
こ
と
は
、
こ
ち
ら
に
任
せ
て
お
り
ま
す
の
で
、
へ
た
な
こ
と
は
で
き
ん
し
（
ケ
ー
ス
F
：
H
J
２
２
ペ
ー
ジ
１
０
行
目
か
ら
）
。
（
＝
関
わ
り
方
へ
の
不
安
・
お
任
せ
し
て
い
る
と
い
う
家
族
役
割
意
識
）
・
た
ま
に
来
て
も
、
へ
た
に
体
を
か
ま
っ
て
、
よ
う
悪
う
な
っ
た
り
し
て
も
嫌
や
し
（
ケ
ー
ス
F
：
H
J
２
２
ペ
ー
ジ
５
行
目
か
ら
）
・
も
っ
と
や
れ
る
こ
と
が
あ
り
ゃ
、
や
っ
た
ほ
う
が
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
ど
、
わ
れ
わ
れ
み
ん
た
い
な
者
で
は
・
・
・
。
（
ケ
ー
ス
F
：
H
J
２
２
ペ
ー
ジ
２
０
行
目
か
ら
）
（
＝
関
わ
り
方
が
分
か
ら
な
い
）
全
然
う
ち
は
し
ゃ
べ
れ
な
い
し
、
目
が
開
い
て
い
て
も
誰
も
見
え
な
い
し
、
た
だ
聞
こ
え
る
だ
け
な
ん
で
す
。
（
ケ
ー
ス
X
：
H
V
４
ペ
ー
ジ
3
0
行
目
か
ら
）
私
ら
、
そ
ん
な
こ
と
気
も
付
か
な
ん
だ
の
に
ね
。
（
ケ
ー
ス
X
：
H
V
2
3
ペ
ー
ジ
７
行
目
か
ら
）
（
＝
関
わ
り
方
が
わ
か
ら
な
い
）
そ
の
人
（
担
当
者
の
人
）
が
ね
、
と
て
も
い
ろ
ん
な
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
る
…
（
中
略
）
…
耳
が
聞
こ
え
て
、
音
楽
が
好
き
だ
か
ら
、
音
楽
を
か
け
る
と
、
こ
う
や
っ
て
う
な
ず
か
れ
る
で
、
ラ
ジ
オ
を
持
っ
て
き
て
」
と
言
わ
れ
る
ん
で
す
。
今
ね
、
こ
の
間
う
ち
か
ら
持
っ
て
き
た
Ｃ
Ｄ
の
ラ
ジ
オ
を
枕
元
に
置
い
て
お
く
と
ね
、
「
♪
会
い
た
さ
、
見
た
さ
…
…
」
と
か
、
昔
の
歌
の
Ｃ
Ｄ
を
貸
し
て
く
れ
て
入
れ
て
く
だ
さ
る
の
で
、
来
る
と
、
ラ
ジ
オ
の
こ
こ
に
押
さ
え
て
か
け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
、
と
書
い
て
あ
る
で
、
そ
れ
を
や
っ
て
、
５
曲
ぐ
ら
い
聴
か
せ
て
、
そ
う
す
る
と
リ
ズ
ム
で
、
よ
く
な
っ
た
ん
で
す
よ
。
そ
れ
で
こ
の
ご
ろ
ね
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
笑
顔
が
出
て
き
た
の
。
ラ
ジ
カ
セ
を
持
っ
て
き
て
C
D
を
か
け
る
と
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
笑
顔
が
で
て
き
た
（
＝
変
化
の
確
認
と
安
心
）
。
入 居 者 （ 身 内 ） へ の 関 わ り 方 の 不 安
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迷
い
の
姿
迷
い
の
背
景
迷
い
の
解
消
・
緩
和
の
き
っ
か
け
迷
い
の
継
続
・
前
は
Ｃ
Ｄ
を
か
け
た
り
し
て
、
も
う
少
し
は
分
か
っ
て
い
た
ん
で
す
け
ど
、
今
は
あ
ま
り
分
か
ら
な
く
な
っ
て
き
て
。
（
ケ
ー
ス
Z
：
H
F
②
５
ペ
ー
ジ
９
行
目
か
ら
）
・
や
は
り
痴
呆
が
進
ん
で
い
る
の
で
、
も
う
ど
う
し
よ
う
も
な
い
、
会
話
が
で
き
な
い
の
で
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
ち
ょ
っ
と
分
か
ら
な
い
で
す
ね
。
（
ケ
ー
ス
Z
：
H
F
②
５
ペ
ー
ジ
９
行
目
か
ら
）
（
＝
会
話
が
で
き
な
く
な
っ
て
き
た
・
分
か
ら
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
へ
の
と
ま
ど
い
）
・
会
話
が
で
き
な
い
・
状
況
が
わ
か
ら
な
い
（
状
況
報
告
）
・
寝
た
き
り
で
、
こ
こ
へ
し
ば
ら
く
、
時
々
お
邪
魔
す
る
と
、
や
っ
ぱ
ち
ん
ぷ
ん
か
ん
ぷ
ん
の
こ
と
を
言
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
（
ケ
ー
ス
S
：
H
F
①
1
0
ペ
ー
ジ
2
6
行
目
か
ら
）
 ・
や
っ
ぱ
り
寝
た
き
り
で
、
今
の
話
で
、
本
を
読
む
で
も
な
し
、
特
別
何
を
す
る
で
も
な
し
っ
て
い
う
と
、
や
っ
ぱ
り
ぼ
け
て
く
る
か
な
と
い
う
こ
と
は
考
え
ま
す
。
（
ケ
ー
ス
S
：
H
F
①
1
0
ペ
ー
ジ
2
7
行
目
か
ら
）
（
＝
こ
の
ま
ま
何
も
し
な
い
で
呆
け
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
怖
れ
）
・
た
と
え
塗
り
絵
と
か
、
そ
う
い
っ
た
幼
稚
園
、
小
学
校
１
年
生
ぐ
ら
い
の
ド
リ
ル
と
か
と
い
っ
た
も
の
で
、
前
頭
葉
を
活
性
化
す
る
と
脳
幹
の
と
い
う
話
も
聞
き
ま
す
の
で
、
ま
あ
、
そ
れ
も
人
手
も
い
る
か
ら
不
可
能
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
介
護
そ
の
も
の
に
関
し
て
は
何
の
不
満
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
け
ど
、
欲
で
す
、
こ
れ
は
ね
。
欲
を
言
え
ば
、
ぼ
け
と
い
う
も
の
に
対
す
る
対
応
・
対
処
と
い
う
の
が
あ
る
と
あ
り
が
た
い
な
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
。
（
ケ
ー
ス
S
：
H
F
①
1
0
ペ
ー
ジ
3
0
行
目
か
ら
）
（
＝
認
知
症
の
予
防
の
取
り
組
み
を
し
て
ほ
し
い
が
、
人
手
不
足
と
思
い
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
）
・
親
が
だ
ん
だ
ん
衰
え
て
い
く
も
ん
で
ね
。
そ
う
い
う
姿
を
見
て
い
る
と
、
つ
ら
い
わ
ね
。
・
こ
う
や
っ
て
話
し
し
て
も
思
い
出
し
た
り
し
て
涙
出
ち
ゃ
う
け
ど
…
。
（
ケ
ー
ス
P
：
B
T
②
9
ペ
ー
ジ
1
3
行
目
か
ら
）
・
飲
み
込
む
力
も
あ
ん
ま
り
ね
、
以
前
と
思
う
と
だ
い
ぶ
衰
え
て
、
こ
の
先
ど
の
く
ら
い
生
き
て
く
れ
る
か
な
あ
と
思
う
の
が
ね
、
な
ん
か
心
配
で
…
。
（
ケ
ー
ス
P
：
B
T
②
1
ペ
ー
ジ
3
4
行
目
か
ら
）
・
親
が
だ
ん
だ
ん
と
そ
う
い
う
ふ
う
に
衰
え
て
い
く
姿
を
見
て
る
と
、
つ
ら
い
ね
。
（
ケ
ー
ス
P
：
B
T
②
2
ペ
ー
ジ
3
行
目
か
ら
）
（
＝
入
居
者
（
身
内
）
の
衰
え
に
対
す
る
不
安
・
つ
ら
さ
）
・
先
週
も
来
た
と
き
に
、
「
食
事
の
食
べ
る
量
が
だ
い
ぶ
ん
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
か
ら
」
っ
て
言
わ
れ
て
、
「
あ
あ
、
こ
れ
は
困
っ
た
な
、
い
よ
い
よ
か
な
ぁ
」
と
思
う
て
心
配
し
て
来
ま
し
た
け
ど
ね
。
（
ケ
ー
ス
P
：
B
T
②
2
ペ
ー
ジ
4
行
目
か
ら
）
・
こ
こ
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
に
も
頭
が
下
が
る
思
い
で
、
毎
日
感
謝
し
て
い
っ
て
る
ん
だ
け
ど
も
、
こ
こ
ま
で
ほ
ど
ね
、
た
ぶ
ん
親
が
家
に
い
た
ら
、
自
分
自
身
が
こ
こ
ほ
ど
見
て
あ
げ
あ
ら
れ
な
い
ん
や
な
い
か
な
と
思
っ
て
ね
。
そ
う
思
っ
て
感
謝
し
て
ね
、
い
っ
て
る
ん
だ
け
ど
。
（
ケ
ー
ス
P
：
B
T
②
2
ペ
ー
ジ
4
行
目
か
ら
）
（
＝
入
居
者
（
身
内
）
の
状
態
の
報
告
と
介
護
状
況
の
確
認
）
・
何
言
っ
て
も
最
近
は
通
じ
ん
も
ん
で
、
困
っ
と
る
。
（
ケ
ー
ス
S
：
H
J
④
3
ペ
ー
ジ
2
3
行
目
か
ら
）
・
こ
ち
ら
へ
ご
や
っ
か
い
に
な
る
ま
で
は
、
（
…
中
略
…
）
何
も
か
も
分
か
っ
た
け
ど
ね
。
最
近
、
話
が
で
き
ん
よ
う
に
な
っ
て
ま
っ
た
も
ん
で
。
（
ケ
ー
ス
S
：
H
J
④
3
ペ
ー
ジ
2
7
行
目
か
ら
）
・
い
ろ
い
ろ
や
る
に
は
や
っ
て
み
る
ん
や
け
ど
、
通
じ
ん
の
や
も
ん
ね
。
聞
こ
う
と
せ
ん
し
ね
、
自
分
だ
け
で
何
か
分
か
ら
ん
こ
と
を
言
っ
と
る
け
ど
ね
、
理
解
で
き
ん
で
す
。
そ
や
も
ん
で
ね
、
ご
く
最
近
で
す
け
ど
、
前
に
も
お
か
し
い
に
は
お
か
し
か
っ
た
け
ど
、
最
近
特
に
話
が
で
き
ん
よ
う
に
な
っ
て
ま
っ
て
。
（
ケ
ー
ス
S
：
H
J
④
3
ペ
ー
ジ
3
4
行
目
か
ら
）
・
し
ば
ら
く
前
な
ら
ね
、
い
ろ
い
ろ
思
う
た
こ
と
あ
り
ま
す
け
ど
、
も
う
最
近
は
、
今
の
状
態
で
は
あ
ま
り
そ
う
い
う
こ
と
（
面
会
の
と
き
に
や
っ
て
み
た
い
こ
と
・
希
望
な
ど
）
は
な
い
で
す
な
。
仕
方
な
い
も
ん
ね
。
（
ケ
ー
ス
S
：
H
J
④
4
ペ
ー
ジ
1
0
行
目
か
ら
）
（
＝
話
が
理
解
で
き
な
い
こ
と
へ
の
あ
き
ら
め
）
入 居 者 （ 身 内 ） の 変 化 に 対 す る 悲 し さ と 戸 惑 い
